
週間国際経済2016（46） №85  12/20～12/31   金俊行（きむじゅねん） 

 

12/20・トルコ、ロシア大使撃たれ死亡 シリア介入に報復か 

  ・ベルリンの広場にトラック突入12人死亡 テロの可能性 

  ・オスプレイ飛行再開 県民感情より運用優先 政府の限界浮き彫り 

 

12/21・政府、同一労働同一賃金へ指針 法的拘束力なく実効性の壁  

 

12/22・来年度予算案閣議決定 97兆4547億円 5年連続で過去最高 ＜１＞ 

    構造改革なき歳出増 アベノミクスに綻び 税収微増、国債頼み続く 

    医療介護で1400億円抑制 高齢者にも負担増 

    家計に例えると 年収1万円増 生活費7万円増 医療介護6万円増 新たに借金344万円 

  ・出生数初の100万人割れへ（厚労省16年推計）少子化止まらず ＜２＞ 

 

12/23・薄氷の財政健全化 金利上昇が波乱要因 ＜３＞ 

    防衛費「聖域」扱い 過去最大の5.1兆円、5年連続増 国債減額に外為特会、苦肉の投入 

 

12/24・NYタイムズなど米有力紙、大統領選後に購読者増 客観的な情報求める 

  ・ドイツ銀が米司法省と和解 金融商品不正販売に和解金8500億円支払い 

 

12/25・日本株購入、日銀が最大 今年4兆円超 海外勢の売り吸収 ＜３＞ 

  ・銀行保有の国債半減 黒田日銀の3年7カ月で 運用環境厳しく ＜４＞ 

  ・セブンイレブン来年国内で2万店突破へ 郵便局並みに 

    ファミリーマート1万8000店 ローソン1万3000店 社会インフラ存在感高まる 

  ・中国、内陸にも自由貿易区 重慶や四川省など 7カ所新設 経済発展後押し 

 

12/26・ブラジル新車販売縮小 4年で半減の200万台超 資源安・高金利が重荷 

 

12/27・消費支出11月1.5％減、1年3カ月連続減 消費者物価0.4％下落、9カ月連続 

    求人倍率は1.41倍 25年ぶり高水準 

  ・中国空母「遼寧」、南シナ海に 米台への示威にじむ 

   

12/28・日米首脳、真珠湾で慰霊 首相「和解の力」訴え 謝罪・悔悟は触れず 

 

12/30・今年国内の新車販売500万台割れ 大震災11年以来の5年ぶり、軽が不振 

    ピーク1990年777万台から3分の2に 

  ・内閣支持率64％に6ポイント上昇 真珠湾慰霊「評価」84％ 

 

12/31・人民元、対ドル6.6％下落 今年、人民銀行は資本流出を警戒 ＜５＞      

     



 


